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め
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夫

天
保
四
巳
年
三
八
三
三
〉
の
大
凶
作
に
よ
る
深
刻
な
打
撃
を
う
け
た
翌
五
年
一
月
の

秋
図
藩
仙
北
郡
前
北
浦
一
地
方
に
守
』
っ
た
い
わ
ゆ
る
前
北
浦
一
授
と
、
そ
れ
に

d
mい
て

二
月
の
奥
北
浦
一
授
は
そ
の
時
期
に
相
前
後
す
る
他
の
一
援
や
都
市
の
打
ち
こ
わ
し
と
も

関
連
し
て
そ
の
規
模
や
要
求
内
容
苛
ど
か
ら
藩
政
上
に
お
い
て
も
重
要
な
事
件
と
し
て
こ

れ
ま
で
も
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
一
撲
が
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
る
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
き
、
こ
の
一
撲
に
つ
い
て
の
史
料
の
存
在
も
か
な
り
多
様
な
も
の
が
予
想

さ
れ
る
。
ま
た
一
九
三
七
年
と
い
う
早
い
時
点
で
武
藤
鉄
減
氏
が
『
天
保
の
仙
北
郡
北
浦

騒
動
資
料
』
ハ
仙
北
郡
白
岩
村
、
白
岩
書
院
刊
〉
と
し
て
、
一
九
三
二
年
に
「
仙
北
新

報
」
紙
上
に
氏
が
の
せ
た
「
北
浦
土
民
一
挨
史
」
の
放
粋
し
た
一
文
と
あ
わ
せ
て
農
民
、

盟
主
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ド
の
を
含
む
八
点
の
史
料
を
収
め
た
史
料
集
を
公
刊
さ
同
~
さ
ら

に
同
氏
は
戦
後
い
ち
早
く
一
九
四
七
年
、
当
時
の
制
約
さ
れ
た
出
版
事
情
も
あ
っ
て
か
小

冊
子
な
が
ら
『
秋
田
農
民
一
挨
史
』
〈
秋
田
県
農
業
会
刊
〉
を
世
に
聞
い
、
当
然
こ
の
天
保

五
年
の
北
浦
一
援
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
先
駆
的
な
研
究
を
持
ち
な
が
ら
、
そ

の
後
個
別
分
析
や
史
料
の
紹
介
が
か
な
ら
ず
し
も
十
分
で
な
い
吃

た
し
か
に
一
九
六
五
年
刊
の
『
秋
田
県
史
』
近
世
編
下
巻
に
は
一
節
を
き
い
た
叙
述
が

ハ
5
V

あ
る
し
、
『
角
館
誌
』
第
四
巻
ハ
一
九
六
九
年
刊
〉
で
も
か
な
り
の
頁
を
さ
い
て
紹
介
し

て
い
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
こ
の
時
期
の
こ
と
を
取
り
扱
っ
た
関
係
書
は
当
然
重
視
し
て
そ

れ
な
り
の
頁
を
さ
い
て
、
新
知
見
や
苦
心
し
て
広
く
材
料
を
集
め
て
多
面
的
な
叙
述
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
周
知
の
よ
う
に
一
撲
の
史
料
は
一
般
的
に
み
て
時
代
の
制
約
と
事
件
の
性
質
か
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七
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十
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三
十
一
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受
理
)

ら
し
て
な
か
な
か
そ
の
真
相
や
経
過
な
ど
を
正
確
に
一
示
す
も
の
は
す
く
な
く
、
し
た
が
っ

て
可
能
な
限
り
関
係
し
た
材
料
を
広
く
集
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
天
保
五
年
の
奥
北
浦
一
挨
の
み
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
一
つ
の
関
係
史
料

の
紹
介
を
意
図
し
、
あ
わ
せ
て
若
干
の
関
係
す
る
内
容
に
言
及
し
て
み
た
い
。

注ハ
1
〉

〈

2
〉

青
木
虹
二
『
百
姓
一
摸
総
合
年
表
』
(
一
九
七
一
年
〉
の
関
係
部
分
参
照
。

大
山
茂
「
秋
田
藩
に
お
け
る
幕
末
政
治
史
の
起
点
」
〈
「
秋
大
史
学
」
八
号
)
・

「
幕
末
秋
田
藩
の
経
済
政
策
」
〈
「
秋
田
近
代
史
研
究
」
六
号
〉
な
ど
。

武
藤
氏
が
こ
の
時
期
に
か
か
る
史
料
集
を
世
に
問
う
た
こ
と
の
研
究
史
上
の
位
置

ず
け
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
い
る
人
は
お
ら
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
や
は
り
無
視
し
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

種
々
の
史
料
的
限
界
な
ど
あ
ろ
う
が
、
関
連
し
て
通
史
的
叙
述
、
た
と
え
ば
町
・

村
史
類
や
県
史
と
い
っ
た
も
の
で
は
ふ
れ
て
い
る
が
、
個
別
的
研
究
で
は
発
表
さ

れ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
『
秋
田
県
史
』
〈
昭
和
絞
〉
近
世
編
、
上
・
下
は
、
近
世
に
お
け
る
農

工
商
人
民
諸
階
層
の
複
雑
、
屈
折
し
た
一
授
や
多
面
的
な
諸
斗
争
に
つ
い
て
の
叙

述
は
現
在
の
研
究
水
準
で
は
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
書
に
は
村
方
騒
動
の
全
面
的
な
分
析
に
も
と
づ
く
評
価
が
な
い
こ
と
や
、
民

衆
思
想
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
と
ふ
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
十
分
さ
が

あ
る
こ
と
を
参
画
し
た
一
人
と
し
て
反
省
し
、
今
後
深
め
る
べ
き
課
題
と
し
て
多

く
の
人
々
と
と
も
に
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

現
在
の
研
究
水
準
の
段
階
を
示
す
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
潤
之
介
氏
に
よ
る

(
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ー
「
人
民
」
・
『
人
民
』
規
定
参
照
。
(
「
幕
藩
制
と
封
建
的
危
機
に
つ
い
て
」
‘
同
氏

編
『
村
方
騒
動
と
世
直
し
』
上
、
所
収
)

ニ
史
料
に
つ
い
て
i

明
寺
村
え
押
集
候
風
説
有
之
に
付
、
岡
村
御
蔵
宿
九
右
衛
門
，
g
早
馬
を
以
角
館
へ

甥
一
軒
注
進
有
之
侠
故
、
御
買
米
方
役
人
千
代
六
右
衛
門
御
足
軽
四
人
召
連
レ
早

馬
ニ
て
馳
付
、
暮
頃
九
右
衛
門
方
へ
着
、
御
北
家
，
S
も
代
官
手
足
軽
三
人
召
連
レ

同
時
ニ
肝
煎
方
江
駈
付
候
得
共
此
夜
別
条
な
し

只
六
右
衛
門
参
掛
ケ
村
外
レ
ニ
一
-
一
拾
人
位
木
陰
ニ
集
居
候
者
有
之
、
何
者
と
相

尋
侯
得
共
挨
拶
も
無
之
候

此
臼
郡
方
見
回
役
森
田
老
之
助
、
田
沢
村
ぷ
帰
掛
ケ
下
モ
檎
木
内
村
山
中
認
U

壱
宿
ニ
付
西
明
寺
村
ぷ
夜
中
同
人
へ
も
注
進
ニ
付
、
老
之
助
ぷ
上
之
槍
木
内
村
詰

合
日
迎
話
料
御
回
米
方
役
菊
地
孫
四
郎
へ
も
通
達
致
候

一
同
十
九
日
、
角
館
御
役
屋
よ
り
御
足
軽
三
人
、
御
舛
立
指
添
遺
候

扱
朝
λ
O
段
々
貝
を
吹
立
候
所
、
村

A
J
七
八
百
打
集
リ
次
第
一
一
人
数
打
重
り
、

昼
頃
-
一
至
リ
千
三
百
人
位
九
右
衛
門
屋
敷
を
取
囲
ミ
候

ハ

マ

マ

、

木

脱

カ

〉

ハ

マ

マ

〉

此
朝
五
ツ
時
老
之
助
下
モ
檎
内
J
駈
付
、
九
ツ
時
孫
四
郎
上
ミ
檎
内
人
。
駈
付
、

六
郎
右
衛
門
ト
三
人
立
会
、
何
レ
取
鎮
リ
候
様
-
一
吉
一
戸
を
か
ら
し
御
足
軽
杯
駈
回
シ

候
得
共
中
二
誤
ら
す
、
元
来
右
人
数
西
明
寺
一
一
有
之
御
回
米
相
措
一
献
取
押
ひ
、
夫

人
。
下
モ
槍
内
有
米
相
場
措
を
も
取
押
ひ
、
大
学
野
阿
仁
境
迄
も
参
候
申
会
と
相

関
得
侠
故
、
今
朝
老
之
助
下
槍
木
内
出
立
之
翻
リ
同
寺
肝
煎
江
申
含
メ
、
万
一
当

村
迄
押
来
候
て
は
不
容
易
事
故
、
い
つ
れ
郷
人
共
内
意
之
筋
も
取
斗
得
西
明
寺
え

可
罷
越
申
合
候
ニ
付
、
早
速
郷
人
共
罷
越
右
人
数
へ
加
リ
侯
故
槍
木
内
へ
は
不
罷

越
候扱

昼
頃
ニ
至
候
処
、
何
レ
も
空
腹
故
飯
を
貰
ひ
度
申
問
、
与
ひ
不
申
侯
て
は
如

何
成
乱
暴
も
難
斗
ニ
付
、
六
郎
右
衛
門
・
老
之
助
申
合
御
回
米
之
内
拾
四
俵
切
ほ

こ
し
、
九
右
衛
門
芥
ニ
其
外
へ
も
申
付
為
炊
、
握
リ
飯
に
致
喰
せ
侯
所
少
々
鎮
リ

候
ニ
付
、
三
人
立
会
何
之
訳
ニ
て
大
勢
此
所
へ
押
寄
候
哉
と
相
尋
侯
得
共
返
答
致

者
も
無
之
、
暫
ク
あ
り
て
両
三
人
罷
出
、
先
年
形
之
御
取
扱
被
下
度
と
申
関
候

先
年
形
取
扱
と
ハ
何
事
ト
相
尋
候
所
、
郡
方
被
止
置
御
北
様
御
支
配
ニ
被
成
下

申
出
候

三
人
共
左
様
之
願
筋
は
拙
者
共
取
扱
候
事
不
相
成
候
、
扱
叉
右
駄
重
キ
願
申
立

候
ハ
、
御
役
屋
払
也
願
各
申
上
候
処
、
大
勢
此
所
江
罷
越
候
は
不
相
分
事
ニ
有
之

間
数
哉
と
申
候
所
、
此
返
答
ニ
は
行
詰
り
候
模
様
、
良
暫
有
之
成
程
左
様
-
一
御
座
候

乍
去
何
願
申
上
候
て
も
空
腹
ニ
て
致
方
無
之
故
、
米
之
有
方
え
参
リ
物
を
喰
候

上
之
事
と
申
関
候

昭和48年2月

天保五年秋田務奥北浦一撲をめぐって

(
マ
マ
午
J

朕
リ
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こ
こ
で
取
り
上
げ
て
紹
代
す
る
の
は
「
天
保
五
甲
巳
年
仙
北
郡
奥
北
浦
騒
立
之
次
第
」

と
題
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
『
剖
市
配
天
保
凶
鐙
見
開
実
録
』
と
い
う
書
物
の
な
か
に
収

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
後
に
全
文
を
紹
介
す
る
が
、
そ
の
末
尾
の
記
載
に
よ
れ
ば
秋
田

郁
太
田
新
田
村
(
現
鷹
巣
町
)
の
当
時
一
九
才
の
長
谷
川
伊
三
郎
が
天
保
五
年
九
月
十
五

日
、
阿
仁
銅
山
方
吟
味
役
岩
堀
文
四
郎
が
同
人
弟
の
当
時
大
館
に
滞
在
し
て
い
た
石
川
忠

吉
に
書
き
送
っ
た
書
付
を
大
館
給
人
近
藤
五
郎
兵
衛
が
借
り
て
写
し
た
も
の
を
さ
ら
に
叉

借
り
し
て
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
旨
明
記
し
て
あ
り
、
そ
の
点
で
は
史
料
的
価
値
も
そ

れ
な
り
に
評
価
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
史
料
は
武
士
側
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
一
つ
の
記
録
が
、
右
の
石
川
忠
士
口
と
近
藤
五
郎
兵
衛
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
知
ら

な
い
が
そ
れ
を
書
き
写
す
と
い
う
こ
の
事
件
に
た
い
す
る
関
心
の
深
き
で
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
近
藤
と
長
谷
川
伊
三
郎
の
関
係
も
不
明
で
あ
り
な
お
後
考
に
ま
ち
た
い
が
、
こ
う
し

て
何
人
も
の
手
に
よ
っ
て
か
か
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
書
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
他
の
場
で
も
も
し
お
こ
な
わ
れ
て
い
芯
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
今
後
の
史

料
発
掘
の
可
能
性
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
「
天
保
凶
箆
見
開
実
録
』
そ
の
も
の
が
天
保
八
年
こ
八
三
七
〉
に
と

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
巻
末
に
し
る
し
で
あ
る
。
本
書
は
南
秋
田
郡
昭
和
町
に

あ
る
石
川
理
紀
之
助
関
係
の
資
料
を
収
め
て
い
る
石
川
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
あ
り
、
現
在

伺
文
庫
に
比
較
的
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
近
世
の
農
業
関
係
書
の
写
本
な
ど
か
ら
、
石
川

理
紀
之
助
が
か
つ
て
精
力
的
に
各
地
を
め
ぐ
り
歩
い
て
調
査
蒐
集
し
た
も
の
の
写
本
の
一

つ
と
み
ら
れ
る
。

同
書
に
は
こ
れ
以
外
に
も
な
お
興
味
あ
る
内
容
の
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
紙
数
の
関
係

も
あ
り
そ
れ
ら
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

史
料
の
全
文

《
マ
マ
、
午
の
誤
か
)

天
保
五
甲
巳
年
仙
北
郡
奥
北
浦
騒
立
之
次
第

一
天
保
五
甲
午
二
月
十
八
日
、
奥
北
浦
之
者
共
銅
山
御
回
米
取
押
の
可
申
と
大
勢
向

喝、

〉

明司

、町
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夫
正
二
人
弁
-
一
北
家
代
官
杯
色
ん
で
申
論
、
何
レ
此
所
引
取
候
上
御
役
屋
え
願
可

申
上
、
尤
事
落
着
無
之
内
ハ
御
国
米
運
送
ハ
致
問
敷
杯
種
々
・
申
論
候
所
漸
々
納
得

之
様
子
-
一
見
得
侯
故
、
三
人
尚
叉
申
合
大
勢
御
役
屋
江
引
連
候
て
は
如
何
故
、
角

館
入
口
ニ
お
ゐ
て
申
合
方
も
可
有
之
相
談
致
、
老
之
助
を
少
シ
先
子
角
館
え
罷

越
、
六
郎
右
衛
門
は
跡
-
一
残
リ
彼
是
手
配
、
孫
四
郎
詳
ニ
北
家
代
官
御
足
軽
ハ
右
人

数
同
様
位
-
一
七
ツ
時
九
右
衛
門
方
出
立
致
候
、
途
中
右
人
数
え
打
混
し
参
り
、
角

館
近
く
致
生
保
内
街
道
追
分
へ
参
リ
侯
所
、
右
大
勢
角
館
へ
は
壱
人
も
不
入
被
残

左
之
方
梅
沢
村
之
方
へ
懸
抜
逸
散
ニ
罷
越
候
故
、
孫
四
郎
等
ρ

角
館
へ
罷
帰
り
候

此
夜
親
郷
梅
沢
村
清
右
衛
門
方
へ
罷
越
、
其
方
親
父
清
右
衛
門
、
親
郷
能
相
勤

メ
候
故
乱
暴
は
不
致
候
、
其
方
も
親
父
之
通
り
能
相
動
候
ハ
、
杯
と
云
旬
リ
同
人

方
ニ
て
も
弐
拾
俵
余
飯
為
炊
候

此
夜
を
同
所
ニ
て
一
宿
致
侯

一
同
廿
目
、
右
人
数
親
郷
卒
田
村
儀
助
方
へ
罷
越
乱
暴
、
家
は
半
く
わ
し
ニ
致
、
此

処
ユ
て
も
飯
為
炊
喰
ひ
、
夫
人
。
人
数
次
第
四
一
打
重
リ
三
千
六
七
百
人
と
相
成
、
角

館
へ
は
不
入
、
川
を
渡
り
山
を
伝
ひ
雲
然
村
え
罷
越
侯

当
村
親
郷
久
土
口
、
兼
て
高
官
り
も
の
ニ
て
村
々
一
取
扱
も
不
宣
哉
、
家
蔵
を
こ
わ
し

戸
障
子
を
た
き
、
家
財
諸
道
具
無
残
引
出
し
微
塵
に
い
た
し
、
乱
暴
狼
籍
云
斗

り
な
し
、
何
レ
も
久
士
ロ
を
尋
候
得
共
御
役
屋
定
詰
故
居
合
せ
す
、
我
荷
な
ん
そ
当

人
打
郷
致
候
事
-
一
一
は
無
之
、
只
我
等
之
着
ル
物
を
着
せ
仕
事
を
為
致
見
度
漣
尋
回

リ
侯
由
、
愛

-Z
も
飯
喰
わ
せ
、
久
士
口
平
生
御
役
屋

-Z仕
度
致
候
通
之
料
理
-
一

て
喰
度
杯
喚
き
、
夫
人
。
角
館
御
役
屋
ぇ
打
向
ひ
、
須
田
叉
右
衛
門
井
エ
武
村
市
右

衛
門
欄
嗣
献
方
え
も
打
向
へ
可
申
相
談
と
相
関
得
候
故
、
御
役
屋
詰
御
副
役
近
藤

瀬
兵
衛
、
吟
味
役
池
田
新
兵
衛
ぷ
北
家
ぇ
申
達
し
有
之
-
-
付
、
同
所
御
指
揮
-
一
依

り
御
役
屋
警
固
之
た
め
北
家
、
今
宮
両
組
下
給
人
五
拾
人
余
、
御
足
軽
拾
人
余
相

詰
、
乱
暴
之
儀
も
有
之
候
ハ
、
打
位
可
申
用
意
致
居
候

叉
右
衛
門
・

3
国
安
小
市
郎
哨
認
訴
側
、
其
外
郡
御
回
米
方
役
人
等
不
残
御

役
屋
え
栢
詰
候
、
叉
右
衛
門
宅
え
親
類
共
打
寄
警
回
致
候
由
、
扱
雲
然
村
へ
郡
方
見

回
役
御
足
軽
召
連
レ
、
差
引
役
渡
部
才
治
・
石
崎
藤
治
右
衛
門
御
小
人
召
連
レ
、

其
外
北
家
御
指
揮
ニ
て
御
組
下
平
野
喜
左
衛
門
詳
ニ
組
頭
小
田
野
主
水
両
人
指
引

御
足
軽
無
残
弐
拾
人
召
連
レ
出
張
り
、
北
家
A
O
も
家
来
両
人
ぇ
家
人
共
具
足
軽
指

添
出
張
為
致
種
々
・
申
諭
候
得
共
一
向
不
閲
入
、
殊
ニ
北
家
家
来
組
頭
杯
之
申
条
ニ

候
得
は
冠
を
脱
き
手
を
突
承
り
も
の
も
有
之
、
郡
方
御
役
人
之
申
事
な
れ
ハ
一
向

耳
ニ
入
ら
ぬ
杯
と
申
筒
、
中
々
取
鎮
リ
候
模
様
無
之
ニ
付
、
無
拠
暮
頃
-
一
至
リ
河

内
殿
糊
…
防
相
川
て
野
袴
家
人
共
引
逮
レ
右
場
ぇ
御
出
張
、
家
来
詳
ニ
組
頭
を
以
旨
趣

御
礼
被
成
候
所
、
願
筋
有
之
趣
故
原
之
筋
有
之
侯
ハ
、
番
付
を
以
願
可
申
上
、
株

-
一
寄
リ
北
家
ニ
て
出
府
被
成
候
て
も
御
取
扱
可
被
成
候
問
、
一
ト
先
此
場
を
引
取

り
帰
村
致
侯
様
-
一
一
夜
申
諭
ニ
寄
候
処
、
漸
々
承
知
之
様
子

-Z左
候
ハ
、
北
様
之

御
墨
付
拝
領
申
度
杯
と
申
も
の
も
有
之
候
由
、
家
来
・
組
頭
夫
々
申
宥
夜
四
ツ
時

一
一
及
て
右
人
数
漸
々
退
散
致
候

奥
北
浦
四
拾
余
ケ
村
壱
統
之
騒
立
と
ハ
乍
申
、
分
ケ
て
西
長
野
・
山
谷
川
崎
・

川
原
・
右
三
ケ
村
張
本
ニ
可
有
之
哉
、
壱
番
跡
へ
残
り
よ
ふ
/
¥
引
取
、
右
之
趣
、

主
水
・
茂
左
衛
門
御
役
犀
ぇ
罷
出
申
閲
候
ニ
付
警
固
之
面
ん
で
も
夜
九
ツ
時
御
役
屋

引
取
申
侯

右
村
々
人
数
之
内
四
百
人
程
帰
掛
ケ
武
村
市
右
衛
門
方
へ
立
寄
飯
之
無
心
申

閥
、
兼
て
用
意
置
侯
-
一
付
握
飯
一
ッ
、
与
ひ
候
処
、
事
な
く
引
取
候
よ
し

一
右
一
件
、
郡
奉
行
金
易
右
衛
門
殿
回
在
先
ぇ
注
進
有
之
、
帰
府
之
途
中
刈
和
野
村

ニ
て
承
り
夜
通
し
ニ
て
廿
一
日
朝
御
役
屋
ぇ
着
致
候

一
御
家
老
須
田
内
記
殿
様
手
御
詰
合
ぷ
申
上
侯
-
一
付
、
是
も
夜
通
-
一
て
廿
二
日
明
ケ

時
御
役
屋
え
御
着
被
成
候

一
廿
二
日
孫
四
郎
角
館
出
立
、
阿
仁
え
罷
越
候
ニ
付
、
其
後
之
事
猶
村
々
願
筋
肢
と

不
承
候
得
共
、
途
中
村
々
ニ
て
承
リ
候
所
、
第
一
郡
方
被
止
被
下
度
、
木
山
方
・

薪
方
・
御
回
米
方
、
惣
し
て
諸
役
処
・
諸
産
物
無
残
被
止
置
、
山
川
役
銀
御
免
、

且
高
壱
石
-
一
付
拾
五
質
文
宛
拝
領
被
仰
付
被
下
度
な
と
拾
壱
ケ
条
之
願
書
、
当
廿

三
日
迄
-
一
村
々
よ
り
指
出
筈
之
由
、
其
内
壱
ケ
条
ニ
て
も
御
取
上
ケ
無
之
候
得
は

叉
々
騒
立
-
一
相
及
候
と
申
出
の
由
、
誠
-
一
不
屈
至
極
之
事
と
相
関
得
申
侯
事

右
之
通
二
月
廿
五
日
、
孫
四
郎
直
談
ユ
て
承
候
、
六
郎
右
衛
門
角
館
出
立

(
マ
マ
、
刀
カ
)

之
翻
は
必
死
之
覚
悟
-
一
て
重
代
之
一
力
を
帯
し
出
立
致
し
候
趣
に
御
座
侯

右
は
阿
仁
銅
山
方
吟
味
役
岩
堀
文
四
郎
同
所
詰
合
中
、
同
人
舎
弟
石
川
忠

士
ロ
御
救
方
御
用
-
一
て
二
月
中
大
館
表
え
詰
一
合
罷
在
候
所
、
文
四
郎
よ
り
申
越

候
書
付
借
写
取
候
由
、
大
館
御
地
頭
近
藤
五
郎
兵
衛
様
よ
り
叉
借
写
取
申
候

子
時
天
保
五
年
甲
午
九
月
十
五
日
写
之長

谷
川
伊
三
郎

十
九
歳
写
之

(
「
鞄
…
配
天
保
凶
飽
見
開
実
録
』
所
収
)

秋田高専研究紀要第8号
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四

内
容
の
問
題

天保五年秋田藩奥北浦一惑をめぐって

右
の
史
料
を
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
内
容
と
の
か
か
わ
り
あ
い
で

い
く
つ
か
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
一
撲
の
発
端
で
あ
る
が
、
こ
の
直
接
の
原
因
は
阿
仁
銅
山
へ
の
回
米
が
平
常
年
は

四
J
五
千
石
の
と
こ
ろ
が
、
こ
の
天
保
五
年
は
前
年
の
大
凶
作
の
た
め
に
三
百
石
で
は
あ

る
が
そ
れ
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
港
側
と
の
対
立
に
端
を
発
し
た
一
月
の
前
北
浦
一
挨
の

〈

1
)

あ
と
を
う
け
て
お
こ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

右
の
史
料
の
な
か
で
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
次
の
こ
と
が

あ
る
。
二
月
一
九
日
農
民
に
む
か
つ
て
、
「
何
之
訳
ニ
て
大
勢
此
所
へ
押
容
侯
哉
」
と
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、
先
年
形
の
通
り
「
郡
方
被
止
置
、
御
北
様
御
支
配
-
一
被
成
下
申
出
候
」

と
郡
奉
行
に
か
わ
っ
て
佐
竹
北
家
の
支
配
を
農
民
が
要
求
と
し
て
ま
ず
最
初
に
出
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
『
秋
田
県
史
』
で
は
何
も
ふ
れ
て
お
ら
な
い
。
『
角
館
誌
』

第
四
巻
は
、
「
要
は
現
在
の
郡
方
制
度
を
廃
し
、
以
前
の
よ
う
に
北
家
支
配
の
背
に
返
し

(
2
)
 

て
貫
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
の
言
及

は
な
い
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
重
要
な
論
点
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
廃
止
の
要
求
が
出

(

3

)

 

さ
れ
て
い
る
郡
奉
行
と
は
寛
政
七
年
九
月
に
あ
ら
た
め
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
村
方
に
か
か
わ
る
こ
と
は
一
切
郡
奉
行
の
支
配
に
ま
か
せ
る
こ
と
と
あ
ら
た
め
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
は
従
来
の
各
所
預
り
の
在
地
支
配
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
藩
の
こ
の
政
策
に
対
す
る
所
預
り
の
不
満
は
そ
の
時
点
で
も
大
き
く
、
湯
沢
の
佐
竹

〈

4
〉

南
家
の
藩
へ
の
上
申
書
の
内
容
か
ら
も
そ
れ
は
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
支
配
盾
内
部
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
郡
に
設
置
さ
れ
た
郡
奉
行
は
、
天

明
末
以
降
か
ら
展
開
さ
れ
た
藩
政
の
一
定
の
展
開
の
結
果
と
し
て
、
荒
廃
し
た
農
村
の

再
興
を
主
軸
に
し
て
、
殖
産
政
策
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

と
み
て
よ
い
が
、
そ
れ
は
農
民
に
と
っ
て
は
収
奪
の
強
化
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ

た
。
郡
方
の
廃
止
、
そ
し
て
北
家
所
預
支
配
の
復
活
要
求
は
、
設
置
か
ら
こ
の
天
保
五
年

ま
で
の
郡
奉
行
支
配
が
農
民
に
と
っ
て
何
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の

明
確
な
回
答
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
-
ら
れ
る
。
、

農
民
が
か
か
る
行
動
に
出
た
の
は
、
た
ん
に
そ
れ
以
前
の
方
が
よ
か
っ
た
と
い
っ
た
単

純
な
も
の
で
は
む
ろ
ん
あ
ろ
う
筈
は
な
く
、
前
月
の
近
隣
前
北
浦
の
農
民
斗
争
を
自
の
あ

ヘ

た
り
に
し
て
い
た
と
は
い
え
、
一
旦
か
か
る
行
動
を
あ
え
て
お
こ
す
こ
と
は
何
を
意
味
す

る
か
は
彼
等
が
知
ら
ぬ
筈
は
な
か
っ
た
。

寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
)
四
月
、
藩
は
代
官
宛
に
「
御
領
中
御
百
姓
共
願
之
筋
有
之
侯

は
、
、
其
支
配
ぇ
可
申
立
之
処
、
甚
以
心
得
違
ひ
、
強
訴
・
徒
党
駄
之
儀
相
催
候
者
も
有

ハ
5

U

(

6

〉

之
儀
に
相
関
得
侯
」
と
し
て
、
明
和
六
年
二
月
、
安
永
六
年
九
月
の
幕
府
触
書
の
全
文
を

か
か
げ
て
あ
ら
た
め
て
そ
の
立
場
を
は
っ
き
り
と
農
民
の
前
に
示
し
て
い
た
。

こ
れ
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
寛
政
四
年
の
何
月
か
は
不
明
だ
が
春
に
、
雄
勝
郡

田
子
内
村
の
農
民
が
血
判
、
強
訴
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
年
十
一
月
に

は
こ
の
一
撲
の
首
謀
者
三
人
の
処
刑
を
示
し
つ
つ
あ
ら
た
め
て
代
官
宛
の
触
が
出
さ
れ
て

ハ
7
〉

し
たし

た
が
っ
て
こ
の
郡
方
廃
止
の
要
求
が
折
衡
し
た
最
初
に
務
側
役
人
に
持
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
支
配
脳
内
部
の
相
互
矛
盾
を
た
く
み
に
利
用
し
つ
つ
彼
等
の
要
求
を
貫
徹
し

て
い
こ
う
と
し
た
巧
妙
な
戦
術
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
『
県
史
』
で
は
、
農
民
の
要
求
は
十
一
ケ
条
と
も
十
七
ケ
条
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

(
8
)
 

る
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
で
は
っ
き
り
「
拾
壱
ケ
条
之
願

書
」
と
の
べ
て
い
る
。

の
ち
に
北
家
が
藩
宛
の
報
告
の
な
か
で
、
「
訳
語
震
処
、
議
屋
へ
罷
越
願
之
義

有
之
趣
申
閲
ニ
何
等
之
訳
柄
と
申
義
主
立
申
立
関
候
者
も
無
之
侠
故
」
と
の
べ
て
い
る

が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
大
い
に
く
い
ち
が
い
を
見
せ
て
い
る
が
、
右
の
史
料
か
ら
判
断
す

る
と
、
北
家
支
配
の
復
活
と
い
う
要
求
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
当
然
あ
い
ま
い
に

表
現
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
筈
で
あ
っ
た
。

一
般
的
に
み
て
も
、
一
撲
に
関
す
る
支
配
者
側
の
記
録
は
、
一
撲
の
経
過
や
行
動
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
彼
等
が
ど
の
よ
う
な
要
求
を
持
出
し
て
き
た
か
は
記
録
に
と
ど
め
て
お

く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
郡
方
の
廃
止
と
は
云

え
て
も
、
そ
れ
以
上
言
及
し
得
な
い
よ
う
な
内
容
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
領

主
側
史
料
に
は
っ
き
り
農
民
の
要
求
の
内
容
を
示
し
え
ず
、
そ
れ
が
十
一
ケ
条
と
も
十
七

ケ
条
と
も
云
わ
れ
る
と
い
っ
た
形
で
の
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
さ
を
も
っ
て
し
か
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
も
そ
の
へ
ん
に
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
こ
の
史
料
は
、
落
側
の
役
人
の
聖
c
も
比
較
的
良
く
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

が
、
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
な
理
由
も
あ
り
こ
こ
で
は
深
く
立
入
ら
な
い
。

昭和初年2月

句
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の
点
に
つ
い
て
、
前
掲
『
角
館
誌
』
第
四
巻
の
、
「
誰
が
真
先
き
に
立
っ
て
農

民
を
煽
動
し
た
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
前
北
浦
騒
動
の
よ
う
な
農
民
一
撲
で
は

な
く
、
い
わ
ゆ
る
不
還
を
た
く
ら
む
も
の
の
よ
う
で
、
最
初
か
ら
暴
動
化
し
て
い

た
。
ハ
中
略
〉
諸
記
録
に
よ
れ
ば
訴
訟
は
表
面
の
申
訳
け
で
、
首
謀
者
は
農
民
を

利
用
し
て
他
都
市
へ
の
米
の
移
動
を
押
え
、
鏑
山
仕
送
り
用
に
充
て
た
固
い
米
を

奪
い
飯
料
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
」
(
一
八
九
頁
)
と
い
う
見
解
に
は
賛

成
で
き
な
い
。
筆
者
は
や
は
り
高
度
な
政
治
的
要
求
を
含
む
一
撲
と
考
え
る
。

前
掲
『
角
館
町
誌
』
第
四
巻
、
一
九
二
i
三
頁
。
た
だ
し
こ
の
出
典
は
何
に
よ
っ

た
か
の
べ
て
い
な
い
。

『
秋
田
落
町
触
集
』
(
中
)
一
五
八
頁
。

『
秋
田
県
史
』
近
世
編
(
下
〉
、
二
一
一
J
一一一頁。

前
掲
『
町
蝕
集
』
〈
中
)
六
二
J
四
頁
。

明
和
・
安
永
令
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
林
基
「
宝
磨
J
天
明
期
の
社
会
情
勢
」

〈
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
近
世
田
所
収
)
、
山
田
忠
雄
「
宝
暦
J
明
和
期
の
百

姓
一
挨
」
ハ
「
日
本
経
済
史
大
系
』
第
四
巻
所
収
)
参
照
。

前
掲
『
町
蝕
集
』
ハ
中
)
七
八
頁
。
な
お
こ
の
一
撲
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ

の
実
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

前
掲
『
県
史
』
近
世
編
、
(
下
)
一
八
七
頁
。

前
掲
武
藤
鉄
城
『
天
保
の
仙
北
郡
北
浦
騒
動
資
料
』
十
二
頁
。

m
1〉

(
2〉

f、、μ 〆‘、 r、"......
6 5' 4 3 
」ノ'--'、-''--' 

ゥ，e

・e・
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ハ
9
)

五

若
干
の
課
題

本
稿
で
紹
介
し
た
史
料
は
事
件
に
直
接
か
か
わ
り
あ
い
の
あ
っ
た
藩
側
の
直
接
の
当
時

着
の
記
録
で
な
い
た
め
に
、
全
体
の
内
容
や
、
ま
た
二
月
二
三
日
以
降
の
経
過
に
つ
い
て

ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
大
き
な
限
界
を
も
つ
が
、
こ
の
一
撲
に
関
す
る
多
様
な
史
料

'
の
一
つ
と
し
て
は
そ
れ
な
り
の
内
容
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

我
々
が
各
地
の
庄
屋
文
書
な
ど
を
播
く
時
、
書
留
類
の
な
か
に
天
保
の
大
塩
の
挙
兵
の

事
件
を
し
る
し
て
い
る
の
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
し
ば
ん
ば
あ
る
。

天
保
五
年
の
一
月
の
前
北
浦
一
擦
も
含
め
て
、
こ
の
仙
北
郡
右
中
心
に
お
こ
っ
た
一
授

は、
i

秋
田
藩
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
に
そ
の
例
を
見
な
か
っ
た
よ
う
な
規
模
で
の
も
の
で

句
あ
っ
た
。
そ
し
て
天
明
飢
鐙
以
上
と
い
わ
れ
た
前
年
の
天
保
四
年
の
そ
れ
と
あ
い
ま
っ

て
、
そ
の
惨
情
を
し
る
し
た
も
の
や
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
も
の
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ

、ぜ

‘ 

~ 

う
に
、
そ
の
な
か
に
関
連
し
て
お
こ
っ
た
こ
の
五
年
の
事
件
を
し
る
し
た
も
の
が
ま
だ
ま

ハ
1
)

だ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。

今
後
か
か
る
史
料
の
発
掘
に
な
お
一
層
の
共
通
の
努
力
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
『
県
史
』
で
は
天
保
四
年
八
月
の
土
崎
の
沖
仲
仕
騒
動
と
の
関
連
に
つ
い
て

の
べ
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
こ
の
一
撲
の
お
こ
っ
た
仙
北
郡
を
中
心
と
す
る
地
域
の
諸

情
勢
が
よ
り
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

2

)

 

天
保
四
年
十
月
に
お
こ
っ
た
山
谷
川
崎
村
の
傘
連
判
の
動
き
ゃ
、
同
五
年
二
月
二
六
日

ハ
3
)

の
同
郡
稲
沢
村
の
一
撲
な
ど
は
ま
っ
た
く
別
個
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ

ハ
4
〉

れ
る
。
さ
ら
に
天
保
十
一
年
の
堀
見
内
村
や
そ
の
周
辺
の
村
々
の
一
援
な
ど
も
そ
の
一
定

の
影
響
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

藩
側
の
問
題
で
も
、
こ
の
五
年
二
月
の
奥
北
浦
一
擦
の
お
こ
っ
た
時
、
刈
和
野
に
滞
在

中
の
郡
奉
行
金
易
右
衛
門
、
さ
ら
に
横
手
に
お
っ
た
家
老
須
田
内
記
が
急
拠
し
ら
せ
を
聞

い
て
か
け
つ
け
て
き
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
港
側
が
前
月
の
こ
と
も
あ
り
仙
北
郡
、

さ
ら
に
領
内
全
体
に
不
穏
な
状
態
が
み
ら
れ
予
期
せ
ぬ
突
然
的
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
戦
略
的
な
配
置
で
あ
っ
た
と
は
み
ら
れ
な
い
か
。
す
で
に
二
月
十
日
頃
、
仙
北
郡
荒
川

村
で
も
「
御
払
米
・
御
救
米
一
円
御
指
支
-
一
て
、
加
者
詰
一
処
荒
川
村
杯
ニ
て
ハ
誠
ニ
大
騒

(
3〉

キ
ニ
御
座
候
」
と
同
村
役
屋
詰
の
一
藩
土
は
書
き
し
る
し
て
い
る
こ
と
や
、
三
月
に
入
っ

て
す
ぐ
の
藩
主
の
あ
わ
た
だ
し
い
三
郡
巡
視
の
行
動
か
ら
み
て
も
決
し
て
仙
北
郡
北
浦
地

域
の
み
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
い
わ
い
こ
の
時
期
や
一
撲
を
藩
庁
首
脳
部
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
に
つ
い

ハ
5
V

て
は
、
当
時
の
評
定
奉
行
で
あ
っ
た
根
本
左
司
馬
の
日
記
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
も
こ
の
深
刻
な
事
態
を
前
に
し
て
「
領
主
的
危
機
]
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
務
側

の
一
定
の
内
部
的
対
立
が
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
「
不
穏
」
な
情
勢
を
緩
和
す
る
た
め
に
こ
の
一
撲
の
直
後
の
一
一
一
月
四
日
に
は

領
主
み
ず
か
ら
が
た
だ
ち
に
出
立
し
て
仙
北
郡
を
は
じ
め
平
鹿
・
雄
勝
と
三
郡
を
「
類
例

〈

7
)

も
無
之
程
御
小
勢
に
て
」
巡
行
し
、
肝
煎
・
郷
人
ば
か
り
で
な
く
「
小
百
姓
弐
三
人
ツ

ハ
7
〉

、
」
召
寄
せ
て
諭
し
て
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
何
に
も
ま
し
て
こ
の
時

期
の
藩
の
お
か
れ
た
立
場
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
領
内
の
他
の
地
域
の
動
向
や
そ
の
影
響
と
も
あ
わ
せ
て
藩
側

の
動
き
に
つ
い
て
も
よ
り
追
求
が
要
議
さ
れ
よ
う
。

第
三
に
、
こ
れ
ま
で
の
こ
の
一
撲
研
究
は
、
騒
動
記
類
が
先
に
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
事

秋田高等研究紀要第 8.号
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6 

情
や
、
ま
た
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
地
域
の
農
村
構
造
や
農
民
諸
階
層
の
具
体

ハ
8
〉

的
状
況
と
の
か
か
わ
り
あ
い
で
は
ほ
と
ん
ど
追
求
さ
れ
て
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の

空
白
は
な
ん
と
い
っ
て
も
大
き
く
、
農
民
の
諸
要
求
の
な
か
に
見
ら
れ
る
木
山
方
・
養
蚕

方
の
廃
止
な
ど
は
、
こ
の
地
に
お
け
る
一
定
の
商
品
生
産
の
展
開
と
藩
政
策
の
矛
盾
を
予

測
さ
せ
る
も
の
の
は
っ
き
り
し
た
事
実
は
わ
か
ら
な
い
。

天保五年秋田藩奥北浦ー擦をめぐって

回

沢

上

槍

木

内

村

下

槍

木

内

村

村

第
四
に
、
こ
の
一
授
は
阿
仁
鉱
山
へ
の
回
米
に
端
を
発
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
一

撲
の
問
題
に
関
連
し
て
、
こ
の
天
保
期
ば
か
り
で
な
い
が
凶
作
と
回
米
を
め
ぐ
っ
て
鉱
山

の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
鉱
山
で
の
斗
争
の
問
題
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
奥
北
浦
の
場
合
で
も
西
明
寺
村
で
の
阿
仁
田
米
の
倉
の
開
く

の
を
要
求
し
た
と
き
、
農
民
側
で
は
そ
の
米
を
頂
戴
で
き
る
な
ら
自
分
達
は
そ
れ
を
食
べ

て
阿
仁
へ
行
き
坑
夫
に
な
っ
て
働
い
て
も
よ
い
と
云
っ
た
由
を
伝
え
た
と
す
る
史
料
も
あ

、

次
の
表
示
は
天
保
よ
り
後
の
幕
末
期
の
も
の
で
あ
る
が
奥
北
浦
の
産
物
取
調
の
一
史
料

で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
時
期
の
平
均
的
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
天
保

の
時
期
に
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
速
断
は
で
き
な
い
が
一
つ
の
手

が
か
り
と
し
て
示
し
て
お
く
。

生

保

内

村

(
9
V
 

る。
後
者
に
つ
い
て
は
、
直
接
こ
の
時
期
の
こ
と
は
不
明
だ
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
明
和
二

年
(
一
七
六
五
)
正
月
、
大
葛
鉱
山
の
坑
夫
た
ち
四
三
人
が
城
下
久
保
田
に
直
訴
す
る
事

(
m
N
〉

件
が
お
こ
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
追
求
も
一
つ
の
視
点
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ

注つ。
い
ま
す
ぐ
か
か
る
論
点
の
す
べ
て
も
み
た
す
こ
と
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
近
我

昭和48年2月

也
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々
は
幕
末
の
慶
応
二
年
三
八
六
六
〉
武
蔵
国
一
帯
を
広
く
ま
き
こ
ん
だ
世
直
し
一
撲
の

史
料
集
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

a

た。

こ
れ
は
九
人
の
共
同
研
究
者
か
ら
な
る
近
世
村
落
史
研
究
会
編
『
武
州
世
直
し
一
撰
史

料
』
ハ
一
九
七
一
年
、
慶
友
社
刊
)
で
、
関
係
地
域
の
村
方
文
書
を
広
れ
喝
さ
り
、
戦
後

の
関
東
地
方
史
研
究
の
成
果
と
あ
い
ま
っ
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
す
ぐ
れ
た
先
例
に
学
び
な
が
ら
こ
の
一
撲
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
多
く
の
史
料
の

探
索
と
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注(
1〉

秋
田
藩
の
凶
作
記
録
と
し
て
市
町
村
史
誌
類
を
別
と
す
れ
ば
こ
れ
ま
で
高
橋
正
作

「
飢
歳
懐
覚
録
」
ハ
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
七
巻
所
収
〉
や
、
成
田
兵

左
衛
門
「
老
農
見
聞
録
」
ハ
『
新
秋
田
叢
書
』
第
十
五
巻
所
収
)
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
程
度
で
ま
だ
比
較
的
と
ぼ
し
い
と
云
え
る
。

「
角
館
時
報
」
昭
和
三
十
年
一
月
一
一
一
一
一
日
〈
四

O
八
号
〉
、
二
九
日
ハ
四

O
九

号
)
は
「
百
姓
一
撲
貴
重
資
料
発
見
|
農
民
側
の
記
録

l
」
と
題
し
新
史
料
の
発

見
を
報
じ
、
要
約
し
た
そ
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。

前
掲
『
角
館
誌
』
第
四
巻
は
豊
富
な
こ
の
一
挨
関
係
史
料
の
出
典
を
注
記
し
て

い
る
が
、
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

前
掲
『
角
館
誌
』
に
は
こ
の
連
判
状
の
写
真
を
の
せ
て
い
る
。

『
協
和
村
郷
土
誌
』
九
一
一
一
l
九
五
頁
。

本
書
で
出
典
と
し
て
示
し
て
い
る
「
万
日
記
」
は
ど
こ
の
誰
の
日
記
で
あ
る
か

な
に
も
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
か
つ
て
筆
者
は
昭
和
三
十
年
三
月
武
藤
鉄
誠
氏
か
ら

氏
の
筆
録
し
た
鈴
木
市
兵
衛
の
「
天
保
四
年
美
巳
万
日
記
」
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
そ
れ
と
同
一
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
は
事
件
当
時
仙
北
郡
荒
川
村
役

屋
詰
で
あ
っ
た
。
な
お
原
本
所
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
同
書
に
よ
れ
ば
こ
の
一
挨
に
つ
い
て
村
に
二
説
の
異
な
る
云
い
伝
え
が
残

っ
て
い
る
旨
の
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
体
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
き
わ

め
て
興
味
深
い
。

『
高
梨
村
郷
土
治
世
帯
紀
』
二
五
九
l
二
六

O
頁。

『
秋
田
県
史
』
資
料
編
近
世
下
、
一

O
一二三
i
一
O
四
一
一
貝
。

「
領
主
的
危
機
」
・
「
封
建
的
危
機
」
に
つ
い
て
は
前
掲
佐
々
木
潤
之
介
論
文
参

照。

ハ
2
)

〈

3
)

ハ
4
)

ハ
5
〉

ハ
6
〉

『

4 

(
7〉

(
8〉

前
掲
ハ
3
〉
鈴
木
「
万
日
記
」

わ
ず
か
に
加
藤
民
夫
「
織
豊
期
の
北
奥
羽
村
落
l
北
浦
・
比
内
両
地
方
の
考
察
l
」

(
「
秋
大
史
学
」
十
=
己
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

前
掲
「
角
館
時
報
」
四

O
八
号
。

「
石
井
忠
運
日
記
」
八
、
ハ
県
立
秋
田
図
書
館
蔵
)
明
和
二
年
二
月
五
日
の
条
。

な
お
、
「
荒
谷
家
文
書
」
ハ
国
立
史
料
館
蔵
)
に
よ
れ
ば
一
九
世
紀
に
も
同
鉱
山

に
は
そ
う
し
た
事
件
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
ハ
『
同
館
史

料
目
録
』
十
八
集
、
一
二
J
一
三
頁
J

こ
の
世
直
し
一
撲
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
論
文
が
あ
り
、
本
来
が
「
史

料
集
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注
連
本
直
哉
「
史
学
雑
誌
」
(
八
一
の
八
)
、

横
山
十
四
男
「
史
潮
」
ハ
一

O
九
号
)
、
村
上
直
「
日
本
歴
史
」
ハ
二
九
三
号
〉
な

ど
各
氏
に
よ
っ
て
取
上
げ
ら
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
偶
然
の
一
致
と
は
云
え
な

い
だ
ろ
う
。

秋田高専研究紀要第8号

〈

9
〉

(m〉

(
日
〉

付

記
)

本
稿
で
示
し
た
史
料
は
、
漢
字
は
当
用
漢
字
に
、
変
祢
が
な
は
普
通
の
か
な
に
し
適
宜

読
点
を
付
し
た
。

本
稿
引
用
の
史
料
調
査
に
さ
い
し
い
つ
も
か
わ
ら
ぬ
便
宜
を
は
か
つ
て
く
だ
さ
る
石
川

尚
三
氏
や
採
訪
に
同
行
の
悶
口
勝
一
郎
・
松
淵
真
洲
雄
氏
、
ま
た
こ
の
期
の
一
撲
の
意
義

に
つ
い
て
教
示
を
得
た
大
山
茂
氏
に
深
く
感
謝
し
、
ま
た
か
つ
て
数
回
に
わ
た
っ
て
蒐
集

筆
写
し
た
資
料
の
閲
覧
を
心
よ
く
許
し
て
い
た
だ
い
た
故
武
藤
鉄
誠
氏
、
紹
介
の
労
を
と

っ
て
く
だ
さ
っ
た
半
田
市
太
郎
氏
の
御
好
意
を
あ
ら
た
め
て
想
起
す
る
。

本
稿
提
出
後
、
「
八
丁
夜
話
」
ハ
『
新
秋
田
熊
書
』
第
二
期
、
第
一

l
二
巻
)
が
刊
行

さ
れ
た
。

問
書
(
第
二
巻
、
二
七
六
頁
以
下
〉
に
こ
の
一
件
に
関
係
し
た
部
分
の
記
載
が
あ
る
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。


